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素敵な作品を送ってくださった方のうち抽選
で10名様に「緊急避難持出ポーチセット」を
プレゼントします。なお、当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。
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。

 

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
な
ど
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大
規
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防
災
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ラ
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テ
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＆
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催
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。

 

大
村
知
事
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
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に
オ
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ニ
ン
グ
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ー
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始
ま
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災
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献
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Ｒ
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献
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献
し
た
７
団
体
に
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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範
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Ｐ
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。
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倒
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＆
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催
さ
れ
ま
し
た
！
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住
民
の
安
否
を
き
ち
ん
と
確
認
で

き
る
組
織
を
目
指
し
、住
所
や
氏
名
、

要
支
援
状
態
と
いった
基
本
情
報
と
と

も
に
、災
害
時
に
備
え
、職
業
経
験
や

資
格
、災
害
用
資
機
材
の
有
無
を
記

し
た「
防
災
台
帳
」の
作
成
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。ま
た
、実
効
性
の
あ
る
態

勢
づ
く
り
の
た
め
、避
難
誘
導
や
救
出

救
護
と
いっ
た
分
野
別
研
修
会
を
開

催
し
、知
識・技
能
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

住
民
と
の
話
し
合
い
や
ま
ち
歩
き

を
通
し
、地
域
の
細
か
な
地
形
や
東

海
豪
雨
時
の
浸
水
実
績
、水
害
発
生

時
の
避
難
経
路
や
浸
水
プ
ロ
セ
ス
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
水

害
手
づ
く
り
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
作
成

し
ま
し
た
。そ
の
活
動
は
水
害
に
と

ど
ま
ら
ず
、手
づ
く
り
地
震
防
災
マッ

プ
や
災
害
時
要
援
護
者
マッ
プ
を
作

成
す
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

安
城
市
民
を
大
災
害
で
死
な
せ

な
い
！
け
が
人
を
最
小
限
に
！
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

会
・
安
城
を
発
展
さ
せ
る
形
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。安
城
市
が
主
催
す
る

防
災
訓
練
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
、市
民
防
災
フ
ェ
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な
ど
に
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力
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と
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も
に
、耐
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強
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具

固
定
の
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発
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な
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現
在
の
自
主
防
災
会
を
継
続
性

の
あ
る
活
動
を
行
う
組
織
に
改
め
、

体
制
を
整
備
、強
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
、第
１
次
３
ヵ
年
活
動
推
進
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。組
織
の
改
定

に
あ
た
っ
て
は
、企
画
部
会
や
防
災

技
術
部
会
と
い
っ
た
４
つ
の
専
門
部

会
か
ら
な
る
自
主
防
災
支
援
専
門

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、専
門
的
な
視

点
で
基
盤
の
強
化
を
図
って
い
ま
す
。

　

区
内
３
ヵ
所
に
設
け
た
避
難
場
所

に
お
い
て
大
規
模
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。新

興
住
宅
地
区
の
住
民
も
多
数
参
加

し
て
お
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
間
の
連
携

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、小
型
動

力
ポ
ン
プ
や
防
災
車
両
、緊
急
放
送

設
備
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に

地
震
避
難
場
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

地
域
防
災
力
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
地
元
消
防
団
や
子
ど
も
会
だ
け
で
は

な
く
、周
辺
自
治
区
の
自
主
防
災
会
と

も
合
同
で
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、地
域
の
連
携
を
重
視
し
た
防
災
活

動
を
行って
い
ま
す
。防
災
訓
練
で
は
子

ど
も
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
防
災
アニ

メ
を
上
映
す
る
と
と
も
に
、土
の
う
や
応

急
担
架
づ
く
り
と
いった
参
加
体
験
型
の

訓
練
を
中
心
に
行
う
な
ど
、創
意
工
夫

を
凝
ら
し
てい
ま
す
。

平成24年度 防災貢献団体表彰受賞団体の取組みを紹介します！
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瀬
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馬
場
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蒲
郡
市
内
に
あ
る
自
主
防
災
会

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
、他
の
地

域
の
模
範
と
な
る
自
主
的
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。昨
年
は
、特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
消
防
訓
練
に
参
加

し
、救
出
訓
練
、消
火
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。日
常
的
に
は
、防
災
資

機
材
の
整
備
や
町
内
設
置
の
街
頭

消
火
器
の
見
回
り
を
す
る
な
ど
、地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 拾

石
町
自
主
防
災
会

野
場
区
防
災
会

―今回は、あいち防災協働社会推進協議
会委員の一般社団法人中部経済連合会
の菅原章文常務理事にお話を伺います。
まず、中部経済連合会の防災に対する取
組みを教えてください。
　中部経済連合会では、｢防災特別委員
会｣において、中部圏の企業の防災・減災
に向けて、次の取組みを実施しています。
　第１に、企業の防災意識の高揚、地域と
の共助を推進するために、国や自治体の対
策や企業における対策についての情報交
換の場として「企業防災連絡会」を年に２回
開催しています。
　第２に、ＩＣＴ基盤の整備推進のため、平
成２４年５月に提言書「東海・東南海・南海

地震の減災に向けた情報基盤の整備につ
いて」を公表し、関係機関に対して、実現に
向けた働きかけを行っています。
　第３に、中部経済産業局と連携して平成
２４年４月に設立した「中部地域産業防災
フォーラム」において、産業防災・減災に対
する活動を支援しています。具体的には、高
いレベルでのＢＣＰの策定・普及を図り、企業
の事業継続力のさらなる向上を図る活動を
展開しています。
　最後に災害に強い国土づくりを目指す観
点から、道路の多重化の確保も一段と必要
となっており、道路ネットワークの強化など、イ
ンフラ整備に関する要望活動を積極的に実
施しています。
―企業が防災活動に取り組む際に心が
けることなどはありますか。
　大きくは三点あると思います。
　一つ目は、被災した場合の事業資産の損
害を最小限にとどめ、事業継続や早期復旧
を可能とするために、事業継続計画を策定
し、平常時に行うべき活動や緊急時におけ
る事業継続のための方針、手段などを取り
決めておくことです。
　二つ目は、災害発生時には、顧客の安

全、次に企業で働く人たちの安全を確保す
るとともに、火災、建築物等の倒壊、薬液の
漏洩などの二次災害を防止するための対
策を講じることです。
　三つ目は、行政等と連携し、地域の一日も
早い復旧を目ざすことです。
―最後に、防災協働社会を推進していく
には、どんな取組みが大切だと思われま
すか。
　広域的な災害では、自助による企業単位
の継続計画だけでは、不十分であり、企業
や自治体、住民など、地域単位の共助が非
常に重要であると思います。
―ありがとうございました。災害被害を軽
減するため、地域の人々が互いに連携・
協力していくことが大切となりますね。
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フ
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タ

一般社団法人中部経済連合会
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中部経済連合会は、長野・岐阜・静岡・愛知・三
重の中部５県を活動エリアとする、広域的な総
合経済団体であり、中部圏を代表する約750
の企業・学校法人・経済団体で構成されていま
す。国内外の重要課題について調査・研究を重
ねるとともに、必要に応じて政府・関係機関な
どに対し、提言・要望活動を展開しています。

中部経済連合会とは…

※いただいた情報はより良い紙面づくりのためにのみ使用します。

イベントなどで写真に収めた、とっておきの
防災ナマズンをお送りください。
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までお送りください。

あいち防災協働社会推進協議会より
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